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?緒言>
健康を主たる話題とする健康情報番組が複数のテレビ局から放映されており、食べものや栄養が
取りあげられることが多い。健康情報を扱いながら娯楽性を重視したテレビ番組を著者は「健康情
報娯楽番組」と呼び、人気の高いそれらテレビ番組の内容の問題性??や番組視聴者の食品利用行動
等について調査??してきた。健康情報娯楽番組を複数、かつ、よく見ている人々はテレビ情報に影
響されやすいと同時に多様な食品を摂取するという食生活の基本も実践しているらしいことが推察
され、基本的に健康への関心が高いことがうかがえた。
一方、1991年に制度が発足した特定保健用食品（以後、特保と省略）は特定の保健効果を食品に
表示することを厚生労働省から許可された製品である。2006年 8月 31日現在、表示が許可されてい
る特保は 588品目にのぼる。販売しようとする事業者が個別の商品ごとに健康への影響に関する実
験データを添えて厚生労働省に申請し、審査に合格すると許可された範囲内で保健効果を記載でき
る。したがって「特保である」ということはヒトを対象に行った実験で、ある効果が認められたこ
とを意味するが、テレビコマーシャル（TVCM）を行う特保の中には許可表示内容を逸脱し、過大
な効果を期待させるようなものも少なくない。
熾烈な販売競争を繰り広げる食品業界は消費者の「健康指向」を購買行動に結びつける方策を次々
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と考えだす。食生活教育の基礎資料とすることを目的にアンケート調査を行い、健康情報娯楽テレ
ビ番組の視聴と食生活に対する意識との関連を特保の利用等を含めて考察した。
?方法>
１．調査対象者および調査時期
群馬県内に在住する小学生または高校生のいる世帯に学級担任を介して調査票を配布し、各世帯
の食品購入に携わる者 1人に回答を依頼した。調査は 2004年 9～10月に行った。
２．調査内容
テレビの健康情報娯楽番組の視聴状況、食・健康情報への興味関心、特定保健用食品の利用、年
齢、性別、身長、体重、体調、食生活への配慮の程度、食品構成についての知識の有無、摂取食品・
食品群の多様性、食生活上の心がけ等に関して質問した。
?結果>
回収された調査票のうち、大幅な記入漏れのある回答票を除外した 1,732票（有効回収率 71.7％）
を集計分析の対象とした。回答者は女性が 92.3％（1,599人）、男性が 6.6％（115人）、性別無回答が
1.0％（18人）であった。
１．よく見る健康情報（娯楽）テレビ番組および番組数
7つの健康情報番組を列挙し「よく見る」番組を選択してもらった結果が図１である。日曜日夜 9
時からの放送であるフジテレビ系列の「発掘!あるある大事典」は半数近くの人が選択していた。
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図１ ?よく見る」として選択されたテレビ番組
％
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「よく見る」として選択した番組数による回答者の分類が表１である。よく見る番組はないとし
た人が最も多く 28.6％を占めるが、全体としては見ている番組がある人の方が多く、複数の番組を
選択した人も少なくなかった。
そこで「よく見ている」と選択した番組数により回答者を 5群に分類した。すなわちよく見る番
組はないとした 495人を「無番組群」とし、以下 1、2、3番組を選択した人をそれぞれ「1番組群」
「2番組群」「3番組群」とし 4番組以上を選択した 100人を「多番組群」とした。
２．年齢、BMI、毎日摂取食品群数、食生活・体調の自己評価
表２には年齢、BMI、ほぼ毎日摂取する食品・食品群数および食生活・体調の自己評価結果を示し
た。
BMIは身長と体重の自己申告から計算した。「毎日摂取食品群数」は適量を毎日摂取することが望
ましい食品・食品群 10項目を列挙し、ほぼ毎日摂取している項目を選択してもらい 10点満点に点
数化した。食生活および体調は「とても良い、良い、ほぼ良い、やや悪い、悪い、とても悪い」の
6段階による自己評価に対して、「とても良い」から「とても悪い」までに 6点から 1点を付与する
6点満点で点数化した。
視聴番組数が多いほど平均年齢と平均 BMI、食生活の自己評価点が高く、毎日摂取食品群数も多
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表１ ?よく見る」テレビ番組数とそれに基づく分類
よく見る番組数 0  1  2  3  4  5  6  7
人数（人） 71 21 6  2
 
495  441  476  220  100
割合（%） 28.6  25.5  27.5  12.7  5.5
分 類 無番組群 1番組群 2番組群 3番組群 多番組群
男 55  36  13  6  5性別
（人） 女 436  399  459  210  95
表２ 年齢、BMI、毎日摂取食品群数、食生活の自己評価、体調、食品構成知識
無番組群 1番組群 2番組群 3番組群 多番組群
495人 441人 476人 220人 100人
年齢（歳） 39.0±8.0  40.7±7.3  41.7±6.9  42.7±7.7  44.0±8.0
 
BMI  21.1±2.7  21.0±2.6  21.2±2.5  21.6±2.6  22.1±2.7
毎日摂取食品群数 6.2±2.4  6.5±2.3  6.7±2.1  7.2±2.2  8.0±1.8
食生活の自己評価 3.7±0.8  3.8±0.7  3.8±0.6  3.9±0.7  4.1±0.7
体調の自己評価 4.4±0.9  4.3±0.8  4.4±0.8  4.3±0.9  4.6±0.8
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かった。体調の自己評価点は大差なかった。
無番組群と多番組群の年齢差は 5歳であったが、年代分布で見ると無番組は 40歳未満が 49％を
占め、多番組群は 50歳以上が 20％を占めていた。
BMIは平均値では大差ないようにみえるが、肥満に分類される 25以上が無番組群で 10.5％、1～
3番組群で約 9％であったのに対し多番組群では約 2倍の 20％であった。年齢とともに肥満者の割
合は増えるため、年齢の高い多番組群で肥満者が多いことは年齢依存部分もある。そこで年代別に
肥満者の割合を見たところ、回答者全体での 50歳以上の人々における肥満者は 26.5％であるのに対
し、多番組群では 40.0％であった。また 40歳代後半での全体の肥満者 13.1％に対し、多番組群では
18.5％であった。さらに 45歳未満では全体の肥満者割合が 7.3％であるのに対し、多番組群では
13.5％であり、どの年代においても肥満者の割合が多番組では多かった。よく見るテレビ番組が多い
分、身体活動量の少ないことが類推される。
毎日摂取食品群数も 1～ 3番組群までは 6.5点前後であるのに対し、多番組群は 8点と 1点以上
多かった。毎日摂取食品群数を 4段階、すなわち 1日に「4項目以下」「5～ 6項目」「7～ 8項目」
「9～ 10項目」に分類してみた場合、多番組群は「9～10項目」に相当する人が 49％と半数に近かっ
た。一方、無番組群では「4項目以下」が 23.6％であった。
視聴番組が多い人ほど、多様な食品・食品群を摂取しているようである。
３．食品の健康効果への興味・関心、健康効果を期待しての食品購入
?食品の健康効果に関する興味」については図２に示したが、視聴番組数が多くなるとともに「大
いにある」が増え、無番組群の 14％に対し多番組群は 55％に達していた。「ない」もまた無番組群
では 4分の 1（24.8％）を占めるのに対し、多番組群ではわずか 2％であった。複数の健康情報娯楽
番組をよく見ている人は、食品の健康効果に興味があるからこそ、番組を好んで見ているのであろ
うから当然の結果である。
「食品の健康効果を期待しての食品購入」についても同様の傾向を示した（図３）。「よくある」
としたのは多番組群では 25％であったのに対し無番組群では 2.9％であった。「買わない」としたの
は無番組群の 20％に対し多番組群では 3.0％であった。
健康情報娯楽テレビ番組をよく見ている人は、健康効果を期待しての食品購入をしばしば行う人
が多数を占めるようである。
４．特定保健用食品の購入等、「自然・天然」文言による商品購入
TVCMの放映量が多い 8種類の特保（2004年 6月 29日調査）を列挙し、「特定保健用食品マーク
が付いていることを理由に購入している商品」を選択してもらったところ、視聴番組数が多いほど
購入製品数も多かった（図４）。3製品購入者が多番組群では 23％にのぼるが、平均値でみてもよく
見る番組数の多い群ほど選択商品数が多かった（表３）。
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図２ 食品の健康効果への興味
図３ 健康効果を期待しての食品購入
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しかしながら特保マークの意味を正しく理解している割合は特保購入製品数が多い多番組群で高
くはなかった（表３）。無番組群の正解率 61.0％よりはやや高い 65.0％ではあるものの 2番組群より
も低かった。特保がどのような製品であるかを正しく理解した上で購入しているというよりも
TVCMに影響されて購入しているのではないかと推察される。
表３には特保商品の購入率も示した。「健康エコナ」「健康エコナマヨネーズタイプ」「ヘルシア緑
茶」「健茶王」の 4製品は視聴番組数が多くなるとととも購入率も高くなっていた。その他の製品は
必ずしも番組数依存的に購入率が高いということはなかった。また、「アミール S」と「ヘルシーリ
セッター」は 3番組群の購入率が最も高かったが、他の製品は多番組群が最も高かった。
本調査では「『自然・天然』と書かれていることを理由に選んで買っているものがありますか」と
の質問をしたが、「ある」と答えた人の割合を「『自然・天然』文言誘引率」として表３最下段に示
した。これもまた多番組群が最高であった。特保は特定の保健効果を持たせるために、元々の食品
にかなり高度の人工的な操作を加える場合が多く、列挙した 8製品いずれも「自然・天然」とはほ
ど遠い「食品」である。多番組群の中で「自然・天然」文言に誘引されることのある人々の特保購
入数は 1.7±1.2であり、誘引されない人々は 1.3±1.4であった。このことからも特定保健用食品と
はどのような製品であるかを十分に理解しないまま利用しているのではないかと推察される。
なお、「ヘルシア緑茶」は BMI22未満の人には体脂肪低減効果がないとされている??。本調査の回
答者中にこの製品の利用者が 247人いた。BMIで区分したところ、22未満の人が 45.3％を占めてい
図４ 特定保健用食品であることを理由に購入する製品数
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た。
?考察>
食生活の善し悪しは健康状態に大きく影響し、適切な食生活によって守れる健康は幅広い。した
がって健康でありたいと願い、その実現のために健康に関連する食の情報に関心を向けることは基
本的には好ましい態度である。本調査においても多数の健康情報娯楽番組をよく見ると答えた人々
は多くの食品・食品群を毎日摂取し、食生活の自己評価も高かったが、同時に BMI25以上の肥満者
もより多かった。
?健康」を指向した食品が種々あるが、特定保健用食品もまたその一つである。1991年に制度は発
足したものの、長らく認知度が低いまま時を経たが、「保健機能食品制度」が新設され、特保をその
枠組みに含めるよう変更した 2001年以降、宣伝広告も多くなったこともあり認知度は上昇した。
2003年の調査（回答者 1,700人）で「特保マークを見たことがある」と答えた人は 87％にのぼり、
70％がその意味を正しく答えた。
先にも述べたように特保は一応の効果が認められたが故にマークをつけて販売することが許可さ
れた製品である。しかし、その効果はかなり限定的であることが広く認識されているとは言い難い。
例えば「ヘルシア緑茶」は「体脂肪が気になる方に適しています」との表示が許可されているが 12
週間（84日間）の飲用で平均体重 70.7kg（BMI 26.5）が 69.0kg（BMI 25.8）に減少したにすぎない。
体重 70kgの男性の場合、1日あたり急ぎ足の歩行を 20分追加し米飯摂取を 60g減らすと 84日間で
1,710gの体脂肪が減少する計算となる。「日常生活を変えずにこれを飲んだだけでの減量」であった
ことを強調しているが、生活を変えることなく「何かを飲む（食べる）」ことで痩せることを強調す
るのはフードファディズムを助長するものである。また、この製品は「BMI22未満の女性では体脂
表３ 特保マーク意味正解率、特定保健用食品の購入数・購入率および「自然・天然」文言誘引率
無番組群
495人
1番組群
441人
2番組群
476人
3番組群
220人
多番組群
100人
特保マーク意味正解率，％ 61.0  65.8  72.1  67.7  65.0
特定保健用食品購入数 0.5±0.9  0.7±1.0  0.9±1.1  1.1±1.2  1.5±1.3
?健康エコナ」 25.1  31.5  36.3  47.7  59.0
?健康エコナマヨネーズタイプ」 4.4  7.9  12.2  14.5  28.0
?ヘルシア緑茶」 9.5  11.8  16.4  20.9  24.0
特
保
購
入
率
等
％
?蕃爽麗茶」 2.8  4.8  6.5  6.4  11.0
?健茶王」 1.2  1.8  2.3  2.3  8.0
?健康サララ」 4.0  3.2  4.4  5.0  7.0
?アミール S」 2.0  3.9  4.4  7.3  7.0
?ヘルシーリセッタ 3.0  4.5  2.7  5.5  5.0
該当するものは無い 64.2  56.2  48.9  37.7  29.0
?自然・天然」文言誘引率，％ 23.3  22.5  29.5  32.1  50.0
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肪低減効果がない。だから安全」とも主張している??。「体脂肪が気になる方」は BMI22未満の人に
もいるが、その人々の利用は効果がないにもかかわらず、先にも示したとおり、BMI22未満の人の
利用が少なくない。
健康を指向する人々が試したくなるような食の情報を健康情報娯楽テレビ番組は提供する。その
放送の合間に特保の TVCMが流される。その効果はなぜ、どのようにしてもたらされるものなの
か、自分に適した製品なのかどうかはさておき、「テレビで宣伝しているから利用してみよう」とい
う程度の認識の利用者が少なくないと思われる。もし、きちんと認識した上での利用であれば特保
の意味の正解率はほぼ 100％でなければならないが、それよりもはるかに低かった。
以上をまとめると、視聴する健康情報娯楽番組数が多い人ほど、多様な食品を摂取し、食品の健
康効果に対する関心が高く、効果を期待して食品を購入することも多いことが推察された。さらに、
テレビコマーシャル放映量の多い特定保健用食品の利用数も多かったが、特定保健用食品の意味を
正しく理解している人が多いわけではなく、テレビを含めた宣伝文言に惹かれての利用が多いと考
えられる。
?要約>
食生活教育の基礎資料とすることを目的に健康情報番組の視聴と食に関する意識についてのアン
ケート調査を行った。健康情報（娯楽）番組の視聴、健康関連食情報への関心、摂取食品の種類、
特定保健用食品の利用、および身長・体重等を尋ねる調査票を作成し、群馬県内に在住する小学生
または高校生のいる世帯に学級担任を介して調査票を配布し、各世帯の食品購入に携わる者 1人に
回答を依頼した。調査は 2004年 9～10月に行い、大幅な記入漏れのある回答票を除外した 1,732票
について集計分析した。知名度の高い 7つの健康情報番組名を列挙し、「よく見る」として選択され
た番組数に基づき回答者を 5群に分類した。すなわち、よく見る番組はないとした 495人を「無番
組群」とし、以下 1、2、3番組を選択した人をそれぞれ「1番組群」（441人）「2番組群」（476人）
「3番組群」（220人）とし 4番組以上を選択した 100人を「多番組群」とした。よく見るテレビ番
組数が多くなるに従い年令、BMI、食生活の自己評価が高くなる傾向を示した。TVコマーシャルの
放映量が多い 8種類の特定保健用食品を列挙し、「特定保健用食品マークが付いていることを理由に
購入している商品」を選択してもらったところ、よく見る番組数が多いほど選択商品数が多かった。
「食品の健康効果に関する興味」について「大いにある」としたのは多番組群で 55％、3番組群で
48.9％、2番組群で 38.4％、1番組群で 26.3％、無番組群で 14.0％であった。食品の健康効果を聞い
て、効果を期待し食品を買うことについても多番組群では 72％が「よくある・時々ある」を選択し
た。
視聴する健康情報娯楽番組数が多い人ほど、多様な食品を摂取し、食品の健康効果に対する関心
が高く、効果を期待して食品を購入することも多いと推察された。さらに、テレビコマーシャル放
映量の多い特定保健用食品の利用数も多かったが、特定保健用食品の意味を正しく理解している人
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がことさら多いということはなかった。
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